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令和８年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  

 会議録  

 

 （要約筆記）  

 

 

【会議の名称】  令和８年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  

 

【日時・場所】  令和８年４月８日（水）  １８ :３０～２０：００  

リーパスプラザこが交流館 １階１０３洋室  

 

【審議会次第 】    

１．開会  

２．審議会成立の報告  

３．部会長あいさつ  

４．概要説明及び議事  

（１）第２次古賀市スポーツ推進計画の進捗状況について 【別紙１】  

 ・運動・スポーツに関する取組 ( R６～ R７ )   

（２）令和７年度市民体育館基本設計専門部会 の会議報告【別紙２】  

 ・市民アンケート 調査【別紙３】  

 ・ワークショップ 【別紙４】  

 ・アリーナ面積案【別紙５】  

 ・千鳥ケ池公園多目的グラウンド区割 案【別紙６】  

（３）令和７年度部活動地域展開専門部会の会議報告【別紙７】  

（４）古賀市認定地域クラブ活動の認定に関する要綱 について【別紙８】  

（５）古賀市認定地域クラブ活動補助金交付要綱 について【別紙９】  

５．その他  

６．閉会  

 

【傍聴者数】  １名  

 

【出席委員等の氏名】  

委  員：本多壮太郎委員（会長）、吉永春男委員（副会長）、中野敏明委

員、薄秀治委員、齋藤光範委員、花田亜紗美委員、平野貴代子

委員、大森睦子委員、吉村大輔委員、安田充孝委員、末永誠二
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委員、長﨑英明委員、松尾恭子委員、村上恵美委員  

事務局：生涯学習推進課  課長  割石明日香、生涯学習推進課  参事補

佐兼スポーツ振興 係長  渋田孝治、その他２名  

オブザーバー： 文 化 課  課長  坂井由香、文化課  文化振興係長  平直美  

 

 

【欠席委員の氏名】  伊藤一哉委員  

 

【庶務担当部 署名】  生涯学習推進課  

 

【委員に配布した資料の名称】  

 ・レジュメ  

 ・第２次古賀市スポーツ推進計画の進捗状況について 【別紙１】  

・令和７年度市民体育館基本設計専門部 会の会議報告【別紙２】  

・市民アンケート調査【別紙３】  

・ワークショップ 【別紙４】  

・アリーナ面積案【別紙５】  

・千鳥ケ池公園多目的グラウンド区割 案【別紙６】  

・令和７年度部活動地域展開専門部会の会議報告【別紙７】  

・古賀市認定地域クラブ活動の認定に関する要綱 について【別紙８】  

・古賀市認定地域クラブ活動補助金交付要綱 について【別紙９】  

 

【審議会概要】  

 ・第２次古賀市スポーツ推進計画の進捗状況について  

 ・令和７年度市民体育館基本設計専門部会 の会議報告  

 ・令和７年度部活動地域展開専門部会の会議報告  

 ・古賀市認定地域クラブ活動の認定に関する要綱 について  

 ・古賀市認定地域クラブ活動補助金交付要綱 について  

 

【事務局による概要説明】  

 （第２次古賀市スポーツ推進計画の進捗状況について ）  

 １つ 目 の 基本 目 標で あ る 子ど も の 運動 機 会 の拡 充 の １、 運 動 あそ び の 推進

とし て 、 地域 や 学 校と 連 携 した ス ポ ーツ 体 験 を実 施 し た。 西 っ 子ア ン ビ シャ ス

広場 や 玄 界高 校 に 協力 を い ただ き 、 ホッ ケ ー 教室 を 毎 月実 施 し てい る ほ か、 放

課後 子 ど も教 室 で は走 り 方 教室 や 運 動教 室 な どを 開 催 した 。 ２ ．学 校 体 育・ 運
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動部 活 動 の充 実 に つ い て 、 令和 ７ 年 度か ら 部 活動 地 域 展開 に 関 する 主 管 課が 学

校教 育 課 から 生 涯 学習 推 進 課に 移 管 して お り ます 。 令 和 ７ 年 度 は部 活 動 地域 展

開に 関 す る庁 内 会 議の 開 催 や、 教 員 説明 会 、 保護 者 説 明会 、 地 域ク ラ ブ 立ち 上

げに 関 す る説 明 会 を開 催 し 、取 り 組 みを 進 め た。  

２ つ目 の 基 本目 標 で あ る 、 ラ イフ ス テ ージ に 応 じた ス ポ ーツ 活 動 の推 進 の １、

スポ ー ツ への き っ かけ づ く りに つ い て、 毎 年 １０ 月 を スポ ー ツ 月間 と し て定 め

てい る 。 市民 が 気 軽に ス ポ ーツ に 触 れる こ と がで き る イベ ン ト とし て 、 市民 健

康ス ポ ー ツ の 日 に おい て 、 古賀 市 出 身の 元 プ ロ野 球 選 手 、 吉 村 氏の 野 球 教室 を

はじ め と した 様 々 な事 業 を 実施 し た 。ま た 、 古賀 市 ス ポー ツ ギ ネス の 創 設は 、

気軽 に ス ポー ツ に 挑戦 で き るき っ か けづ く り を目 的 と した も の で、 古 賀 市独 自

のス ポ ー ツイ ベ ン ト で あ る 。３ ． 健 康づ く り につ な が る運 動 ・ スポ ー ツ につ い

て、 市 民 が気 軽 に 参加 で き る機 会 と して 古 賀 市い き き ボー ル ン ピッ ク 大 会を 開

催し た 。 大会 は 予 選会 を 行 うこ と で 参加 し や すい 形 と し、 予 選 会の 会 場 には 健

康チ ャ レ ンジ １ ０ か条 の 啓 発な ど 、 健康 づ く りの 意 識 向上 に 繋 げた 。  

３つ 目 の 基本 目 標 であ る 気 軽に ス ポ ーツ に 関 わる こ と がで き る 環境 づ く り に

つい て 、 スポ ー ツ 施設 の 有 効利 用 と して 、 自 治会 や ス ポー ツ 団 体の 研 修 会と し

て貸 し 出 しを 行 っ い、 市 民 が身 近 に スポ ー ツ に親 し め る環 境 づ くり を 進 め た 。  

２． 効 果 的な 情 報 提供 に つ いて 、 ス ポー ツ 団 体ラ イ ン アカ ウ ン ト 、 市 公 式Ｌ Ｉ

ＮＥ や 学 校安 心 安 全メ ー ル など を 活 用し 、 ス ポー ツ 情 報を 発 信 して い る 。学 校

行事 等 で 施設 が 使 用で き な くな っ た 際の お 知 らせ に 活 用し て い る。 ま た 、ス ポ

ーツ 団 体 を対 象 と した ガ バ ナン ス 研 修を 実 施 し、 ス ポ ーツ の 現 場に お け るハ ラ

スメ ン ト 防止 な ど 適切 な 指 導に 関 す る理 解 を 深め る た めの 取 り 組み を 行 った 。  

 ４ つ 目 の基 本 目 標で あ る 、ス ポ ー ツを ツ ー ルと し た 地域 活 性 化の １ 、 自治 会

や校 区 コ ミュ ニ テ ィに お け るス ポ ー ツ活 動 の 充実 に つ いて 、 地 域交 流 ス ポー ツ

行事 の 実 態把 握 を 行 い 、 今 後の ス ポ ーツ 行 事 の運 営 や 支援 の 検 討に 活 用 する た

めに 実 施 し 、 ３ ． 大規 模 国 際大 会 を 契機 と し た地 域 活 性化 で は 、外 国 籍 住民 の

スポ ー ツ 活動 の 状 況 視 察 に よる 取 組 状況 の 把 握を 行 っ た。  

 

【審議】  

 （齋藤委員）  

地 域交 流 ス ポー ツ 行 事の 実 態 把握 は 結 果が 不 明 で、 内 容 が分 か る 資料 を いた

だき た い 。ま た 、 パラ ス ポ ーツ 体 験 会の バ ド ミン ト ン に行 っ た がボ ロ ボ ロの シ

ャト ル が 見受 け ら れた 。  
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（事 務 局 ）  

検討 す る 。  

 

 （吉永委員）  

パ ラス ポ ー ツ体 験 会 はス ポ ー ツ協 会 が 実施 し て おり 、 そ うい う ご 意見 を いた

だい た と いう こ と は 次 回 に 向け て の 反省 と す る。  

 

（吉永委員）  

地 域ス ポ ー ツ行 事 の アン ケ ー トに つ い て、 生 涯 学習 推 進 課と 協 議 しな が ら、

スポ ー ツ 協会 で ア ンケ ー ト を 作 成 し た。 行 政 区宛 て １ １月 に ア ンケ ー ト を配 布

し翌 月 の 区長 会 で 集め た が ８割 程 の 回答 で あ り、 要 望 、課 題 と して ま と めて い

る。 ア ン ケー ト 結 果に 不 十 分な 面 が ある た め 、最 終 的 には 全 て の行 政 区 の実 態

を把 握 し たい 。  

 

 （薄委員）  

 自 治 会 は 若 い 世 代 の 方 、 お 子 さ ん が い ら っ し ゃ る 世 帯 の 方 が 多 く 退 会 し て

おり 、 対 象者 が 限 定的 と な る。 調 査 方法 と し ては 、 小 中学 校 を 通 し て で ない と

アン ケ ー ト 調 査 自 体を 全 く 知ら な い 方が 大 半 にな っ て しま う 。  

 

 （吉永委員）  

 今 回 の ア ン ケ ー ト は ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の た め に 世 代 を 超 え て 徴 取 す る こ と

が目 的 で あり 、 地 域ス ポ ー ツ に ど の よう に ス ポー ツ 協 会が 関 わ るの か と いう テ

ーマ の も とに 、 １ つは 行 政 区 の 行 事 の実 態 、 或い は 校 区コ ミ ュ ニテ ィ の 行事 の

実態 、 そ うい っ た 地域 で 行 われ る 健 康づ く り を含 め た スポ ー ツ の実 態 を 把握 す

ると い う 目的 で 行 った 。 ま た、 多 く の行 政 区 が 担 い 手 不足 と な って お り 非常 に

悩ま し い と感 じ て いる 。  

 

【事務局による概要説明】  

 （令和７年度市民体育館基本設計専門部会 の会議報告について）  

 第 １ 回 か ら 第 ３ 回 の 専 門 部 会 を 通 し て 、 主 に 現 況 の 市 民 体 育 館 が 狭 小 で あ

るた め 、 現状 よ り も広 い ア リー ナ が 必要 で あ ると の 意 見が あ っ た。 ま た 、広 く

意見 を 集 約す る た めに 、 市 公式 Ｌ Ｉ ＮＥ お よ び市 民 体 育館 窓 口 で市 民 ア ンケ ー

トを 実 施 し、 そ の ほか 、 誰 でも 参 加 可能 で あ る自 由 参 加型 ワ ー クシ ョ ッ プを 実

施し た 。 どち ら に おい て も 、現 状 の 市民 体 育 館よ り も 大き い 規 模の 体 育 館を 望

む意 見 が 目立 っ た 。市 民 ア ンケ ー ト 、お よ び ワー ク シ ョッ プ で 挙が っ た 課題 や
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意見 に つ いて は 別 紙３ 、 ４ を参 照 。  

こ れら で 挙 がっ た 主 な課 題 や 意見 を 鑑 み、 新 し い市 民 体 育館 の 概 要 お よ び機

能設 備 を 考え 、 今 後の 市 民 体育 館 基 本設 計 に 必要 な 基 礎資 料 と する 。 事 務局 で

考え た 新 しい 新 体 育館 の 概 要は 、 建 築面 積 は １， ４ ２ ０㎡ 以 上 、構 造 は ２階 建

て、 建 築 高さ は １ ０～ １ ８ ｍ程 度 を 想定 。 機 能設 備 に つい て 、 アリ ー ナ 面積 を

１０ １ ３ ．１ ㎡ 、 空調 設 備 の導 入 、 観客 席 を 個別 席 、 階段 席 を 検討 、 ト イレ を

多目 的 ト イレ 含 む 各階 １ ヶ 所の ２ ヶ 所以 上 、 更衣 室 、 シャ ワ ー 室、 会 議 室 、 防

災倉 庫 １ ヶ所 以 上 とし て 想 定 。 ア リ ーナ 面 積 の算 定 資 料 は 別 紙 ５ア リ ー ナ面 積

案を 参 照 。専 門 部 会に お い て、 現 在 の市 民 体 育館 は バ ドミ ン ト ンコ ー ト の間 隔

が狭 小 で ある こ と 、中 央 部 に設 置 さ れた 間 仕 切り ネ ッ トと の 間 隔が 狭 小 であ る

こと 、 バ スケ ッ ト ゴー ル と 体育 館 壁 面と の 間 隔が 狭 小 であ る こ とが 意 見 とし て

挙が っ た こと か ら 、そ れ ら の間 隔 を 広げ る こ とで 面 積 を算 出 し 、現 況 の 市民 体

育館 の ア リー ナ 面 積 ８ ３ ７ ㎡に 対 し て、 新 し い市 民 体 育館 の ア リー ナ 面 積 を 1

１０ １ ３ ．１ ㎡ と して 算 出 し た 。  

新 しい 市 民 体育 館 の 建築 面 積 を １ ， ４ ２０ ㎡ 以 上、 構 造 を２ 階 建 てと し て 想

定し て い るこ と か ら、 延 床 面積 は ２ ，０ ０ ０ ㎡以 上 と なる こ と が想 定 さ れ る 。

その 場 合 、観 客 席 やト イ レ 、駐 車 場 は、 高 齢 者、 障 害 者等 の 移 動等 の 円 滑化 の

促進 に 関 する 法 律 第 １ ５ 条 に基 づ く 一定 の 条 件が 付 さ れ る た め 、基 本 設 計に 反

映さ せ る こと に 留 意す る 必 要が あ る 。  

別 紙６ の 区 割り 案 に つい て 、 芝生 広 場 が約 ３ ， ０４ ５ ㎡ 、駐 車 場 面積 が ６，

２３ １ ㎡ 、新 市 民 体育 館 敷 地面 積 は 約 ２ ， ４ １９ ㎡ と なっ て お り、 新 し い市 民

体育 館 の 建築 面 積 は１ ， ４ ２０ ㎡ 以 上と 想 定 して い る こと か ら 、新 し い 市民 体

育館 の 建 築に あ た って は 十 分な 建 築 面積 を 確 保で き る と考 え る 。今 後 は この 区

割り 案 を 基に 、 新 しい 市 民 体育 館 の 基礎 資 料 とし た い 。  

今 後の ス ケ ジュ ー ル に つ い て 、市 民 体 育館 基 本 設計 に つ いて の 審 議会 は 令和

９年 度 か らの 開 催 を予 定 し て お り 、 令和 ９ 、 １０ 年 度 にお い て 、基 本 設 計と 詳

細設 計 を 実施 し な がら 審 議 会を 行 い 、今 後 も 審議 会 か ら 挙 が っ た意 見 を 基本 設

計と 詳 細 設計 に 反 映し た い と考 え る 。令 和 １ ０年 度 の 詳細 設 計 後、 建 築 費用 が

算出 さ れ 、令 和 １ １年 度 に 予算 要 求 、令 和 １ ２年 度 と １３ 年 度 の２ ヵ 年 をか け

て新 し い 市民 体 育 館建 築 を 実施 、 そ の後 、 令 和 １ ４ 年 度か ら は 供用 開 始 の予 定 。  

 

 （薄委員）  

 実 施 可 能 競 技 は 記 載 の あ る バ ト ミ ン ト ン 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー の み

なの か 。  
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 （事務局）  

 他の競技も実施可能。  

 

 （薄委員）  

 バ レ ー 等 の 支 柱 が 必 要 な 競 技 は 、 床 金 具 が 必 要 と な る た め あ ら か じ め 検 討

しな い と 後ほ ど 床 金具 を 設 置す る こ とは 難 し い。 駐 車 場へ の 進 入口 は ど こか 。  

 

 （事務局）  

 玄界高等学校正門入口前の道路を挟んだ入口。  

 

 （薄委員）  

 屋根 付 き のベ ン チは 撤 去 され る の か。  

 

 （事務局）  

 進入路に支障があれば移設もしくは撤去されると想定される。  

 

 （薄委員）  

 テニ ス コ ート 傍 の駐 車 場 は残 る の か。  

 

 （ 事 務 局）  

 残 る 予 定で あ る 。  

 

 （ 薄 委 員）  

 車 両 進 入路 は 危 険を 伴 う ため 、 車 両動 線 が 明確 に す るこ と が 良い と 考 える 。

また 、 例 えば 、 幼 稚園 や 保 育園 の 運 動会 を 室 内で 行 う こと が 非 常に 増 え て 、 ク

ロス パ ル こが を 会 場と し て 利用 す る が、 そ の よう な 使 用が 可 能 なの か も しく は

一般 利 用 が優 先 な のか 。  

 

 （ 事 務 局）  

 現 状 の 市民 体 育 館は 主 に 社会 体 育 団体 の 日 常練 習 の 場所 と し 利用 さ れ てお り 、

市民 体 育 館 の 機 能 を維 持 し たま ま 新 築移 転 と なる こ と から 、 同 様の 利 用 形態 を

考え て い る。  

 

 （ 薄 委 員）  

 利用 形 態 につ い て十 分 な 周知 や 案 内が 必 要 であ る 。  
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【事務局による概要説明】  

 （令和７年度部活動地域展開専門部会の会議報告）  

 専 門 部 会は 地 域 クラ ブ の 仕組 み づ くり に つ いて 大 き く３ つ の 視点 か ら 検討 を

進め た 。  

１ 点目 は 活 動場 所 な どの 環 境 面で 、 地 域ク ラ ブ 活動 は 、 学校 施 設 の活 用 を基

本と し つ つ、 公 園 施設 や 社 会体 育 施 設の 活 用 につ い て 検討 し た 。ま た 、 施設 の

開放 時 間 や利 用 区 分の 在 り 方、 送 迎 に伴 う 安 全面 の 課 題な ど 、 実際 の 運 用を 見

据え た 具 体的 な 論 点に つ い て議 論 を 重ね て い る。  

２ つ目 は 指 導体 制 で す。 地 域 人材 の 確 保を 前 提 とし つ つ 、教 職 員 の兼 職 兼業

の在 り 方 や既 存 の 外部 指 導 者の 活 用 につ い て 検討 、 特 に指 導 者 の確 保 が 最も 大

きな 課 題 であ る と の 認 識 の もと 、 報 酬や 役 割 分担 、 継 続的 に 関 わる た め の仕 組

づく り 等 につ い て 議論 し た 。  

３ つ目 は 受 益者 負 担 の考 え 方 を共 通 し なが ら 、 会費 や 使 用料 の 在 り方 、 保護

者負 担 の 増加 へ の 懸念 、 さ らに は 経 済的 な 事 情に 配 慮 した 支 援 の必 要 性 につ い

て検 討 を 行 し た 。 併せ て 、 これ ら を 支え る 仕 組み と し て、 地 域 クラ ブ の 認定 基

準や 遵 守 事項 に つ いて 整 理 を進 め 、 地域 ク ラ ブと し て の一 定 の 質を 確 保 しつ つ 、

持続 可 能 な運 営 が でき る 制 度設 計 に つい て 議 論を 行 っ てお り 、 委員 か ら 挙が っ

た意 見 に つい て も ３つ の 視 点ご と に 整理 し た 。  

ま ず、 環 境 面に つ い て 、 学 校 施設 に 加 え公 園 や 社会 体 育 施設 の 活 用 、 必 要性

につ い て 意見 を い ただ き 、 施設 の 開 放時 間 と 生徒 の 下 校時 間 の 関係 、 保 護者 送

迎に よ る 交通 渋 滞 や安 全 面 の確 認 な ど、 実 際 に運 用 を 見据 え た 課題 が 挙 げら れ

た。 ま た 、 既 存 の 社会 体 育 団体 の 利 用調 整 や 活動 場 所 の確 保 が 前提 条 件 など の

意見 が 挙 がっ た 。  

次 に、 指 導 体制 に つ い て 、 指 導者 の 確 保が 最 大 の課 題 で ある こ と が 共 有 され

てお り 、 時間 的 負 担や 専 門 性の 確 保 、適 切 な 方針 の 設 定が 必 要 であ る こ とが 意

見と し て 挙が っ た 。ま た 、 指導 者 が １人 で 地 域ク ラ ブ を立 ち 上 げる こ と は難 し

いた め 、 相談 窓 口 やコ ー デ ィネ ー タ ーの 配 置 など 、 地 域ク ラ ブ 立ち 上 げ や運 営

を支 援 す る体 制 の 必要 性 に つい て 意 見が 挙 が った 。 さ らに 、 教 職員 の 関 わり 方

やト ラ ブ ル発 生 時 の対 応 に つい て 、 地域 ク ラ ブと 学 校 がど の よ うに 連 携 して い

くか と い った 点 に つい て も 課題 と し て挙 げ ら れた 。  

最 後に 、 地 域展 開 に 伴い 保 護 者負 担 が 増加 す る こと へ の 懸念 や 会 費の 設 定が

地域 ク ラ ブの 運 営 に与 え る 影響 に つ いて 意 見 が挙 が っ た。 特 に 適切 な 報 酬が 確

保さ れ な けれ ば 指 導者 が 集 まり に く い た め 、 会費 を 抑 えな け れ ば 参 加 し づら く

なる と い う課 題 が 指摘 さ れ てお り 、 慎重 に 検 討す べ き との 認 識 が共 有 さ れて い
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る。 併 せ て地 域 ク ラブ の 認 定基 準 に つい て は 一定 の 質 を確 保 す る必 要 が ある 一

方で 、 表 現が 厳 し すぎ る と 担い 手 が 集ま ら な いた め 、 段階 的 な 運用 や 柔 軟な 対

応が 必 要 であ る と いう 意 見 が多 く 挙 がっ た 。 これ ら を 踏ま え 、 全体 と し ては 無

理の な い 形で 段 階 的に 進 め てい く こ と、 ま た 現場 の 実 情に 応 じ た柔 軟 な 制度 設

計が 必 要 であ る と の方 向 性 が共 有 さ れた 。  

５ 回に 渡 る 専門 部 会 での 議 論 を通 じ て 、部 活 動 の地 域 展 開に 向 け た基 本 的な

考え 方 や 課題 が 整 理さ れ て いる 一 方 で、 具 体 的な 地 域 クラ ブ の 立ち 上 げ 運営 に

つい て は 引き 続 き 検討 が 必 要な 段 階 にあ る 。  

 

【審議】  

 （薄委員）  

 指 導 者 は ど の 程 度 、 集 め れ て い る の か 。 ま た 、 地 域 ク ラ ブ と 社 会 体 育 団 体

との 調 整 はど う 考 えて い る のか 。 お そら く ス ポー ツ 施 設の 取 り 合い が 課 題と な

る。 以 前 に地 域 ク ラブ の 活 動時 間 は 夕方 ６ 時 から で も 良い と い う話 を 聞 いて 、

そう な れ ば一 気 に その 時 間 帯に 集 中 して し ま い、 課 題 がよ り 一 層大 き く なる の

では 。  

 

 （事務局）  

 指 導 者 を 募 っ て い る 段 階 で は な い が 、 ま ず は 市 職 員 に ス ポ ー ツ 経 験 豊 富 な

職員 が 多 いと 考 え るた め 、 まず は 市 職員 か ら 募っ て は どう か と いう こ と で検 討

した 。 ま だ募 集 を かけ て お らず 、 今 は地 域 ク ラブ 立 ち 上げ の た めの 地 域 クラ ブ

認定 要 綱 を作 成 し てい る 。  

地 域ク ラ ブ と社 会 体 育団 体 と の調 整 に つい て 、 屋内 施 設 と屋 外 施 設を 比 較す

ると 利 用 頻度 が 異 なり 、 屋 外施 設 に つい て は 地域 ク ラ ブを 優 先 にし て も 問題 な

いと 考 え る。 し か し屋 内 施 設は 公 平 性と い う 問題 が ど うし て も 発生 す る ため 解

決に は 至 って は い ない 。  

 

 （薄委員）  

 令 和 １ ０ 年 度 に は 地 域 展 開 が 完 了 す る と 決 ま っ て お り 、 時 期 を 定 め て 決 め

てい か な いと 直 前 にな っ て この ス ポ ーツ が で きな く な ると か 、 その よ う なこ と

が起 こ っ てし ま う と考 え る 。地 域 展 開を し て も子 ど も たち の ス ポー ツ を する 機

会を 残 し たい と い う思 い は 委員 全 て が同 じ で はな い か 。い つ ま でに と い うゴ ー

ルを 決 め て議 論 が した い 。 また 、 中 体連 は 中 学校 部 活 の子 ど も が参 加 し てい る

が地 域 ク ラブ の 子 たち も 大 会に 参 加 でき る 、 クラ ブ チ ーム が 参 加す る と 毎日 の

よう に 練 習を し て る子 ど も がそ の 大 会に 参 加 して 、 圧 倒的 に 勝 って し ま う。 そ



‐9‐ 

れが 大 き な問 題 に なっ て て 、そ の 分 、 競 技 に よっ て は 例え ば ク ラブ チ ー ム は 参

加で き な いが 、 地 域ク ラ ブ とし て 登 録 が あ る とい う 状 態に あ る 。中 体 連 大会 と

地域 展 開 され た 地 域ク ラ ブ の関 連 は どう な っ てい る の か。  

 

（事務局）  

 そ の よ う な 相 談 も 受 け て お り 、 中 体 連 組 織 に 国 か ら 要 望 が 出 さ れ て る と い

う情 報 も ある 。 現 状ど の よ うな 解 決 があ る か は答 え る こと は で きな い が 、国 と

して そ の よう な 課 題に 取 り 組 ま れ る と考 え る 。  

 

 （吉村委員）  

 中 体 連 は 地 域 ク ラ ブ や ク ラ ブ ス ク ー ル が 参 加 で き る 仕 組 み に な っ て い な い

ため 、 中 体連 で 認 めら れ た 団体 し か 参加 で き ない 。 今 後は 地 域 クラ ブ が 参加 で

きる と 考 えて お り 、お そ ら く 地 域 ク ラブ に 限 定さ れ て いく の で はな い か 。な ぜ

かと い う と 認 定 要 綱に 記 載 があ る 第 三条 、 国 が示 し た ガイ ド ラ イン に 関 わる が 、

学校 が 担 って き た 教育 活 動 を 継 承 す るも の に なる 。 中 体連 か ら 発信 さ れ てい な

いた め 不 明確 だ が 、多 く の 自治 体 が 申し 合 わ せ事 項 の よう な か たち で 、 地域 ク

ラブ と し て認 定 さ れた と い うよ う な 文言 が 入 って く る 可能 性 も ある 。  

 

（薄委員）  

中体 連 は 何を 基 準 に 大 会 に 参加 で き る地 域 ク ラブ を 認 定す る の か。  

 

（吉 村 委 員）  

地 域ク ラ ブ は中 体 連 が認 め る もの で な く、 古 賀 市の 場 合 、古 賀 市 が定 め た認

定基 準 に 基づ く 認 定を 受 け た地 域 ク ラブ 、 と いう よ う な条 件 が 付さ れ る こと と

なる と 考 える 。 古 賀市 の 認 定要 綱 認 第３ 条 の 要件 に 合 って い る 地域 ク ラ ブが お

そら く 中 体連 大 会 に参 加 す る。 し か し一 概 に 認定 さ れ た地 域 ク ラブ だ け が中 体

連大 会 に 参加 で き ると 言 え ない 状 況 。  

 

（中野会長）  

 中 体 連 は 競 技 協 会 ご と に そ の よ う な 判 断 を す る の か 。 陸 上 に 限 っ て 言 え ば

クラ ブ は 必ず 大 会 にお い て 審判 を す るル ー ル にな っ て おり 、 そ れに 苦 慮 する チ

ーム が 多 く、 参 加 する に は 仕方 な い こと か な と 考 え て いる が 、 審判 ま で する と

１日 拘 束 され る 。 その よ う な問 題 も これ か ら 出て く る 。  
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（吉村委員）  

 中 体 連 に 関 し て は 詳 細 に は 不 明 だ が 、 中 体 連 は 今 後 、 実 施 要 項 を 発 信 す る

と考 え る 。今 の 段 階で あ れ ば、 出 場 資格 に 部 活動 と し て 学 校 が 認め て い るも の 。

地域 ク ラ ブ も お そ らく 大 会 に出 場 で きる 。 た だク ラ ブ チー ム は 中体 連 の 大会 に

参加 は で きな い 考 える 。  

運 営に つ い て、 大 会 は学 校 教 員が 審 判 も含 め て 運営 し て おり 、 地 域ク ラ ブが

参加 す る ので あ れ ば 大 会 に 人を 派 遣 する の は 当然 で は ない が 、 一緒 に 運 営す る

のは 必 須 にな る の では 。 た だ、 全 国 の中 体 連 にお い て 種目 が 減 少し て お り、 今

後、 競 技 団体 が 大 会を 運 営 して い く こと に な るの か は まだ 不 明 。  

 

（中野委員）  

 ス ポ ー ツ 協 会 で 部 活 に 関 す る 部 会 を 設 け て お り 、 ス ポ ー ツ 協 会 と し て 大 き

な目 線 で 青少 年 の スポ ー ツ をど う 振 興し て い くの か 議 論し て い る。 教 員 が多 忙

で部 活 に 就け な い 実態 、 部 活を 地 域 で支 え な いと い け ない こ と も理 解 し てい る 。

我々 、 地 域が 子 ど もた ち に どう い う スポ ー ツ を体 験 さ せる の か 、ス ポ ー ツで 何

を学 ん で もら う の か と い う 対極 的 な 目線 で 話 し合 わ な い限 り 、 ただ 部 活 をど う

する か と いう 問 題 だけ に な らな い よ う議 論 し てい る 。  

 

（本多会長）  

 地 域 移 行 か ら 地 域 展 開 と い う 表 現 に 変 わ っ た の は ま さ し く そ の 視 点 で あ る 。

運動 や ス ポー ツ に 対し て 地 域で 支 え 、そ の 地 域の 中 に 学校 が あ る と い う 考え 方 。

しか し 残 念な が ら 最強 の チ ーム を つ くっ て 大 会に 参 加 しよ う と か、 結 果 とし て

クラ ブ チ ーム が 圧 倒的 に 強 くな っ て しま う 。 あま り 良 くな い 例 もあ る が 、そ の

よう な 視 点で 少 し ずつ 少 し ずつ 地 域 展開 す る 議論 が 重 要と 考 え る。  

 

（末永委員）  

 部 活 動 地 域 展 開 は 少 子 化 に 伴 い 、 １ つ の 中 学 校 で 部 活 動 を 運 営 す る こ と が

困難 な た め、 他 の 部活 動 と も合 体 し なが ら 運 営す る 学 校も 増 え てき て 、 それ で

も賄 い き れな い か ら地 域 ク ラブ を 立 ち上 げ る とい う 認 識で あ る 。学 校 職 員の 働

き方 改 革 を含 め て 部活 動 地 域展 開 を すす め て いる と 考 える が 、 部活 動 地 域展 開

を進 め る ため の 古 賀市 の 素 案が あ れ ば、 そ こ から 議 論 が発 展 す ると 考 え る。  
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【事務局による概要説明】  

 （古賀市認定地域クラブ活動の認定に関する要綱 について）  

 要 綱 の 第 １ 条 で は 、 国 が 示 し た ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 地 域 ク ラ ブ の 認 定 を

行う こ と を示 し て おり 、 第 ３条 で は 認定 の 対 象と な る 地域 ク ラ ブの 活 動 につ い

ては 学 校 活動 が 担 って き た 教育 的 意 義を 継 承 し、 生 徒 が地 域 で 希望 す る 活動 に

参加 で き る環 境 を 整え る こ とを 前 提 とし て い る。 適 切 な活 動 時 間や 適 正 な参 加

費、 指 導 体制 や 安 全管 理 体 制の 確 保 、適 切 な 運営 体 制 の整 備 、 学校 と の 連携 な

どを 認 定 要件 と し た。  

第 ４条 、 第 ５条 の 認 定の 手 続 き お よ び 決定 に つ いて 、 地 域ク ラ ブ 活動 団 体の

代表 者 か ら申 請 書 等を 提 出 いた だ き 、教 育 委 員会 に お いて 書 類 審査 、 必 要に 応

じて ヒ ア リン グ や 現地 確 認 を行 い 、 要件 を 満 たし て い るか を 確 認し た 上 で、 認

定の 可 否 を決 定 す る。  

第 ６条 、 認 定の 有 効 期間 に つ いて は 、 認定 を 受 けた 日 の 属す る 年 度の 翌 々年

度末 ま で とし 、 第 ７条 で は 申請 内 容 に変 更 が あっ た 場 合に は 届 け出 る こ とと し

てい る 。  

第 １０ 条 で は、 要 件 を満 た さ なく な っ た場 合 、 地域 ク ラ ブ活 動 を 廃止 す る場

合に つ い て定 め て いる 。  

第 １１ 条 で は、 教 育 委員 会 で は定 期 的 な報 告 や ヒア リ ン グ、 現 地 確認 な どに

より 活 動 状況 を 把 握し 、 必 要に 応 じ て指 導 助 言を 行 う こと と し て い る 。  

第 １２ 条 で は生 徒 や 保護 者 へ の情 報 提 供、 財 政 支援 や 学 校地 域 の 優先 事 業、

地域 ク ラ ブ活 動 に 対す る 支 援を 行 う こと を 定 め た 。 最 後の 経 過 措置 に つ いて 、

制度 導 入 の初 期 段 階で あ る こと か ら 、令 和 ８ 年度 末 ま での 間 は 指導 体 制 や安 全

体制 の 一 部の 要 件 を満 た し ない 場 合 でも 、 教 育委 員 会 が指 導 助 言を 行 う こと を

前提 に 認 定で き る 経過 措 置 とし た 。 地域 ク ラ ブ活 動 団 体に 対 し て活 動 の 質を 担

保し つ つ 、生 徒 が 安心 し て 地域 の ス ポー ツ 活 動 、 文 化 活動 に 参 加で き る 環境 づ

くり を 進 めた い と 考え て い る。  

 

 （吉村委員）  

 古 賀 市 の 認 定 地 域 ク ラ ブ 活 動 を 推 進 し て い く の は 生 涯 学 習 推 進 課 に な る の

か。 教 育 委員 会 と いう 記 載 があ る た め、 教 育 委員 会 が 認定 を 進 め 活 動 を 管理 し

てい く の か。  

 

 （ 事 務 局）  

 こ の 要 綱 は 文 化 部 も 対 象 で あ り 、 生 涯 学 習 推 進 課 、 文 化 課 の 両 課 で す す め

るた め 教 育委 員 会 とい う 表 現と し た 。  
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 （薄委員）  

 適 切 な 活 動 時 間 や 休 養 日 は 何 か 明 確 な 基 準 は あ る の か 。 適 切 の 境 界 線 が 、

誰も 分 か らな い の では 。 参 加費 の 設 定に つ い ても 可 能 な限 り と いう 記 載 であ れ

ば、 地 域 クラ ブ に よっ て 極 端な 差 が 生じ る の では 。  

 

 （事務局）  

 国 の ガ イ ド ラ イ ン で は 、 活 動 時 間 は 週 １ １ 時 間 、 休 養 日 は 週 ２ 日 以 上 と い

うよ う に 詳細 に 定 めら れ て お り 、 そ れに 基 づ いて い る 。参 加 費 は具 体 的 に示 さ

れて い な いが 休 日 の参 加 費 につ い て は お よ そ 月額 ３ ， ００ ０ 円 が目 安 。  

 

 （齋藤委員）  

 保護 者 に とっ て は負 担 が 大き い 。  

 

（本多会長）  

 費 用 負 担 は 柔 軟 に 考 え て い か な け れ ば な ら な い 。 あ る 自 治 体 で は 保 護 者 に

アン ケ ー ト 調 査 を 行い 、 月 いく ら ま でな ら 負 担す る か とい う 問 いに 対 し て最 も

多か っ た のが 月 ５ ，０ ０ ０ 円。 だ か らと い っ て５ ， ０ ００ 円 で 良い と い うこ と

では な い 。そ の 金 額を 支 出 する こ と はと て も 大変 な 面 があ る た め、 家 庭 の状 況

に応 じ て 調整 し 、 半額 や 減 免を 設 け る等 こ れ から も 考 えな け れ ばな ら な い。  

 

【事務局による概要説明】  

 （古賀市認定地域クラブ活動補助金交付要綱 について）  

 地 域 ク ラ ブ が 安 定 し て 活 動 で き る よ う に 、 休 日 の 活 動 費 の 一 部 に つ い て 古

賀市 が 補 助金 を 交 付す る た め 要 綱 を 定め て い る 。 部 活 動の 地 域 展開 を す すめ 、

生徒 が 安 全安 心 に スポ ー ツ 生活 文 化 活動 が 続 けら れ る 環境 づ く り、 地 域 クラ ブ

の継 続 的 な運 営 を 支援 す る ため の 補 助金 で あ ると い う こと を 、 第１ 条 で 示し て

いる 。  

第 ２条 の 補 助対 象 者 につ い て 、市 が 定 める 古 賀 市認 定 地 域ク ラ ブ 活動 の 認定

要綱 に 基 づい て 、 古賀 市 が 認定 し た 地域 ク ラ ブ代 表 者 とし て い る。  

第 ３条 の 補 助対 象 事 業 に つ い て、 補 助 の対 象 と なる 事 業 は認 定 地 域ク ラ ブが

休日 に 実 施す る 活 動 と し て いる 。 国 の補 助 制 度が 休 日 のみ の 補 助 と な っ てお り 、

本市 も そ れに 合 わ せた 内 容 とし た 。  

第 ４条 の 補 助対 象 経 費に つ い て、 補 助 対象 と な る経 費 は 地域 ク ラ ブ活 動 を実

施す る た めに 必 要 な 人 件 費 や消 耗 品 など の 需 用費 、 備 品購 入 費 等を 対 象 とす る
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予定 で あ る。  

第 ５条 の 補 助金 額 等 につ い て 、別 表 ２ で定 め る 補助 単 価 と、 休 日 の地 域 クラ

ブ活 動 の 実施 に 要 した 費 用 から 、 参 加費 な ど の収 入 を 差し 引 い た額 の い ずれ か

少な い 額 とな る 。  

 

（齋 藤 委 員）  

これ は 古 賀市 か ら 支出 さ れ るの か 。  

 

（事 務 局 ）  

国、 県 、 市で そ れ ぞれ ３ 分 の１ ず つ の支 出 と なる 。  

 

（薄 委 員 ）  

別表 ２ の 金額 を 上 回っ た 場 合は 適 用 され な い のか 。  

 

（事 務 局 ）  

休 日に か か る経 費 と 参加 費 を 差し 引 い て 残 っ た 額の い ず れか 少 な い額 と な る。  

 

（長 﨑 委 員）  

基 本的 に は 認定 地 域 クラ ブ は 中学 校 の 部活 が 無 くな る た め、 そ の 受け 皿 とし

て存 在 す る と い う 認識 で 良 いの か 。 これ ま で 部活 動 を して い た 子ど も た ちが 今

後も 同 様 に関 わ れ るよ う な 居場 所 と いう 認 識 で良 い か 。  

 

（事 務 局 ）  

お見込みのとおり。  

 

（村上委員）  

指 導者 は こ れか ら 募 ると い う こと だ が 、大 会 の 場で の 指 導者 の 暴 言や ハ ラス

メン ト 等 、そ の よ うな 不 安 があ る 。  

 

（事 務 局 ）  

地 域ク ラ ブ を立 ち 上 げる 際 に は、 指 導 者向 け 研 修の 受 講 を１ つ の 要件 と して

いる 。 研 修に つ い ては 例 え ば先 行 自 治体 が 行 って い る 研修 や オ ンラ イ ン 研修 、

もし く は 福岡 県 で その よ う な研 修 メ ニュ ー が あれ ば 活 用す る 。  


